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第27期会長　大慈寺 住職
髙　橋　信　弘

会
長
挨
拶

　
令
和
三
年
四
月
の
定
例
総
会
よ
り
、宮
城
県
曹
洞
宗

青
年
会
第
二
十
七
期
会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
第
十
四

教
区（
登
米
市
）大
慈
寺
住
職
髙
橋
信
弘
と
申
し
ま
す
。

　
ま
ず
初
め
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
様
々

な
影
響
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
、そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
当

会
へ
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
会
員
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
就
任
に
あ
た
り
、よ
り一層
身
を
引
き
締
め

謙
虚
さ
を
大
切
に
し
て
任
に
当
た
っ
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、昭
和
四
十
四
年
の
発
起
人
総
会
を
起
点
と
し

て
、会
の
目
的
を「
会
員
相
互
の
研
修
と
親
睦
」「
布
教
活

動
の
推
進
」と
定
め
、以
来
五
十
年
を
超
え
る
歩
み
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
当
宮
曹
青
で
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま

で
篤
い
ご
道
念
に
よ
り
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
県
内
諸

先
輩
老
宗
師
は
じ
め
、特
別
会
員
皆
様
の
ご
恩
誼
に
、改

め
て
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
長
い
歩
み
の
中
に
は
到
底一文
で
は
表
せ
な
い
数
々
の

出
来
事
が
あ
っ
た
と
見
聞
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、そ
の

時
々
に
諸
先
輩
方
が
懸
命
に
活
動
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、現
会
員
諸
師
に
お
い
て
も

そ
の
道
念
が
通
底
し
て
い
る
こ
と
は
言
を
俟
ち
ま
せ
ん
。

特
に
東
日
本
大
震
災
発
生
時
よ
り
、物
資
の
配
給
か
ら

被
害
の
大
き
い
ご
寺
院
様
の
片
付
け
作
業
、仮
設
住
宅

で
の
傾
聴
活
動
や
慰
霊
供
養・行
脚
な
ど
、こ
れ
ま
で
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
少
し
で
も
寄
り
添
い
た
い
と
、歴

代
会
長
を
中
心
と
し
て
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
今
で
も

継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
活

動
の
継
続
が
困
難
と
な
る
ば
か
り
か
、こ
れ
ま
で
の
考
え

や
日
常
そ
の
も
の
の
変
化
を
求
め
ら
れ
、そ
れ
が
元
と
な

る
事
件
な
ど
も
起
き
て
お
り
ま
す
。前
期
の
神
作
会
長

の
代
に
も
活
動
に
様
々
な
影
響
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、そ

れ
で
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
通
り
心一つ
に
歩
み
を
進
め
、こ
れ

ま
で
経
験
の
無
か
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、新
た
な
時
代
に
さ
ら
な
る
貢
献
と
会
の
発

展
を
目
指
し
活
動
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
変
革
を
求
め
ら
れ
る
こ
の
時
、会
長
の
任
を

仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
、私
達
は
仏
教
の
立
場
か
ら

青
年
僧
と
し
て
、ど
の
よ
う
に
会
務
を
行
じ
て
い
く
べ
き

か
自
問
自
答
し
、諸
先
輩
老
宗
師
の
志
を
振
返
っ
た
時
、

「
一
人
で
も
多
く
の
人
が
心
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う

寄
与
し
た
い
」と
の
思
い
に
至
り
ま
し
た
。

　
一仏
両
祖
よ
り
歴
代
祖
師
の
方
々
が
、多
く
の
衆
生
を

済
度
す
る
こ
と
を
誓
願
な
さ
れ
、こ
れ
ま
で
脈
々
と
法
灯

が
相
承
な
さ
れ
た
よ
う
に
、宮
曹
青
に
あ
っ
て
も
歴
代
会

長
老
師
を
中
心
に
諸
先
輩
老
宗
師
が
自
ら
の
行
動
で
示

す
お
姿
の
中
に
多
く
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。そ
の

志
を
受
け
継
ぎ
次
代
へ
渡
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、今
期

『
四
無
量
心
』ー
慈・悲・喜・捨
を
行
ず
る
ー
と
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
定
め
会
務
を
行
じ
て
い
く
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　
『
四
無
量
心
』と
は
四
種
の
無
量
の
意
で
あ
り
、無
量
の

衆
生
を
対
象
と
し
平
等
の
福
を
与
え
る
を
意
味
し
ま
す
。

慈　
慈
し
み
を
も
ち
多
く
の
人
の
幸
福
を
願
う
。

悲　

�

苦
し
み
を
抱
え
た
人
が
い
た
な
ら
ば
除
い
て
差
し

上
げ
る
努
力
を
し
た
い
。

喜　
喜
び
あ
る
時
は
心
か
ら
共
に
喜
び
、

捨　

�

平
静
な
心
を
持
ち
執
着
を
す
て
て
活
動
に
あ
た
っ

て
い
き
た
い
。

　
利
他
行
を
行
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、強
い
信
念
の
も

と
に
自
身
が
研
鑽
を
積
み
、精
進
を
重
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
、正
に
会
の
目
的
に
副
う
こ
と
と

思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
任
期
中
に
は
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
十
三
回
忌
法
要
を
迎
え
ま
す
と
共
に
、東
北
地
区
曹

洞
宗
青
年
会
連
絡
協
議
会
の
宮
城
大
会
も
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。今
期
宮
曹
青
で
は
、十
三
回
忌
法
要
と
大
会

の
圓
成
を
目
指
し
、常
設
四
委
員
会
に
特
設
委
員
会
を

加
え
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
設
委
員
会
と
は
、梅
花
流
詠
賛
歌
を
通
し
た
活
動

を
担
い
、常
設
委
員
会
や
県
内
梅
花
流
各
団
体
と
協
力

す
る
際
の
橋
渡
し
役
、法
要
へ
梅
花
を
取
り
入
れ
る
際

の
お
唱
え
や
法
要
へ
の
関
わ
り
方
を
助
言
し
ま
す
。そ
し

て
、梅
花
の
基
本
は
重
ん
じ
つ
つ
新
た
な
取
り
組
み
も
模

索
し
、師
範・詠
範
の
専
門
的
分
野
と
い
う
枠
組
み
を
外

し
、ど
な
た
の
心
に
も
寄
り
添
え
る
も
の
と
し
て
布
教
活

動
の
推
進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
く
考
え
ま
す
。無
理
に

専
門
的
な
受
講
や
お
唱
え
を
望
む
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
ご
縁
の
な
か
っ
た
方
々
に
も
見
識
を

広
め
て
い
た
だ
く
助
け
に
な
れ
ば
と
の一念
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
他
に
も
、ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
ま
し
た
願
い
の
実

現
を
図
る
た
め
、県
内
に
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
フ
ー
ド

バ
ン
ク
や
子
供
食
堂
へ
の
物
資
の
提
供
な
ど
、地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
に
も
私
達
の
周
り
に
は
何
か
し
ら
の
困
難

や
問
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。高
祖
道
元
禅
師・太
祖
瑩

山
禅
師
が
、梅
の
花
ー
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
、誰
に
褒

め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
期
待
せ
ず
、春
が
来
れ
ば
小
さ
な
花

を
咲
か
せ
る
そ
の
姿
ー
に
精
進
を
重
ね
る
仏
道
修
行
の

姿
を
重
ね
見
て
好
ま
れ
た
と
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、私
達

宮
曹
青
も
今
期
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、老
若
男
女一人
で
も

多
く
の
方
々
が
心
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
梅
の
花
の

ご
と
く
ひ
た
す
ら
に
行
じ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
掌
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大
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寺

第
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教
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岩
渕
　
義
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常
因
寺

第
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教
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藤
原
　
俊
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洞
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寺

第
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教
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千
田
　
道
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興
禅
院
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令和２年度　事業報告（関連事業も含む）

月　日 事　　　項 場　　　所 備　考
令和2年

4月5日
4月8日
4月9日

4月19日
6月2日

6月17日

6月25日

6月30日
7月6日
8月5日

8月15日
9月17日

10月1日
11月19日

11月25日
12月1日

12月7日
12月18日

　　　　〃
令和3年

2月19日
3月11日

3月12日

3月15日

監査会
会報「無聖」80号発行
役員会①理事会①
定例総会
ソフトボール大会　　　　中止
役員会②理事会②

サンタピアップみやぎボランティア会定例総会

臨時役員会
第1回研修会　　　　 　　中止
会報「無聖」81号発行
終戦行持「戦災慰霊供養・平和祈念の鐘」
役員会③
理事会③
県梅花流奉詠大会　　　中止
カンボジア教育支援チャリティバザー　中止
カンボジアフェア　　　　中止

カンボジアフェア　　　　中止

カレンダー組み立て作務
役員会④
理事会④
会員大会オンライン大般若祈祷法要
年次総会
忘年会　　　　　　　　　　中止

会員大会　オンライン講演会千葉公慈学長老師　 
東日本大震災慰霊行脚（縮小）
　　　　　　　　　〃
役員会⑤
理事会⑤
書き損じハガキ集計作業

鉤取寺（仙台市）
東禅院(仙台市)
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、LINE活用
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、郵送書面決議
仙台市海岸公園野球場
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
LINE活用・郵送書面決議
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
オンライン活用
東禅院(仙台市)
正法寺（岩手県）
昌林寺(仙台市)
県内御寺院
東禅院(仙台市)
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、郵送書面決議
仙台サンプラザ
栗原市栗駒総合体育館
藤崎百貨店

ＳＥＬＶＡ（仙台市）

光壽院（仙台市）
オンライン(ZOOM)
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、郵送書面決議
洞雲寺(仙台市)
清凉寺(仙台市)

オンライン(ZOOM)
石巻市大川地区
気仙沼市小泉地区
東禅院（仙台市）
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、郵送書面決議
光壽院(仙台市)

20名参加

20名参加

新型コロナウイルス感染
拡大防止の為、見合わせ
新型コロナウイルス感染
拡大防止の為、見合わせ
26名参加

21名参加
39名参加

正・特別会員　39名出席
８名参加
９名参加
18名参加

４名参加(事務局のみ)

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
令和2年

5月7日
11月15日

令和3年
2月25日

常任幹事会・定例幹事会　　中止
東北地方集会「秋田大会」　中止

常任幹事会

 
秋田キャッスルホテル
秋田キャッスルホテル

オンライン(ZOOM) 会長参加

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
令和2年

5月20日
5月20日

11月20日

中央研修会　　　　中止
定期総会　　　　　中止
評議委員会

東京グランドホテル（宗務庁）
　　　〃
オンライン(ZOOM) 会長参加

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
令和2年

5月26日 花まつり千僧法要　　　中止 奈良県東大寺

※この他「三役会」「各委員会打合せ」を随時開催（LINE,ZOOM等を活用）

※この他、宮本師、教化委員会活動随時参加

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

●全国曹洞宗青年会

●全日本仏教青年会（全日仏青）

〈3〉無聖　83号



令和２年度 収支決算報告

項　目 本年度予算 本年度決算 比較増減 備　　　　　考

Ⅰ会費収入 3,245,000 3,210,000 ▲	35,000
1.正会員 1,790,000 1,820,000 30,000 10,000円×182名
2.賛助会員 745,000 760,000 15,000 5,000円×152名
3.特別会員 710,000 630,000 ▲	80,000 10,000円×63団体

Ⅱ助成金 250,000 300,000 50,000 宗務所より
Ⅲ雑収入 2,325 16 ▲	2,309 利子
Ⅳ繰越金 1,362,675 1,362,675 0 前年度より
合　　計 4,860,000 4,872,691 12,691

項　　　　目 本年度予算 本年度決算 比較増減 備　　　　　考

Ⅰ．会議費 250,000 65,000 ▲	185,000
1.総　会　費 100,000 50,000 ▲	50,000 年次総会
2.理事会費 25,000 0 ▲	25,000
3.役員会費 25,000 15,000 ▲	10,000 会場費　３回（内　臨時役員会１回）
4.委員会費 100,000 0 ▲	100,000

Ⅱ．事務費 1,300,000 952,496 ▲	347,504
1.消耗品費 100,000 65,970 ▲	34,030 事務用品、用紙代等
2.通　信　費 650,000 463,378 ▲	186,622 郵送料、振込手数料、電話料、ＨＰ管理費、ZOOM使用料

3.印　刷　費 150,000 72,900 ▲	77,100 封筒、名刺印刷、プリンタインク代補助
4.備　品　費 150,000 143,000 ▲	7,000 紙折り機
5.慶　弔　費 50,000 7,248 ▲	42,752 慶弔電報
6.事務諸費 200,000 200,000 0 事務局、庶務、会計事務費補助

Ⅲ．事業費 1,700,000 479,057 ▲	1,220,943
1.研修委員会 250,000 65,000 ▲	185,000 会員大会
2.ボランティア委員会 250,000 0 ▲	250,000
3.広報編集委員会 600,000 308,000 ▲	292,000 『無聖』発行×2回
4.交流事業委員会 250,000 65,000 ▲	185,000 会員大会　
5.教　	化　	費 50,000 41,057 ▲	8,943 会員大会時助成
6.事	業	諸	費 300,000 0 ▲	300,000
7.会員名簿作成費 0 0 0

Ⅳ．負担金 250,000 241,000 ▲	9,000 全曹青、地協会費、ストックヤード維持費
Ⅴ．予備費 910,000 0 ▲	910,000
Ⅵ．雑　費 150,000 26,878 ▲	123,122 各会議茶菓、会費払込手数料
Ⅶ．繰出金 300,000 300,000 0
ボランティア基金 0 0 0
特別事業準備金 300,000 300,000 0 特別事業準備金へ繰出し
復興支援活動金 0 0 0
合　　計 4,860,000 2,064,431 ▲	2,795,569

自 令和2年4月1日　　至 令和3年3月31日

■特別会計決算書
　●	ボランティア基金　　908,202円
　●	特別事業準備金　　3,160,797円
　●	復興支援活動金　　1,134,250円

【監査報告】令和３年４月１日、第１教区鉤取寺様において監査を行い
　　　　　　令和２年度一般会計が適正に執行され、正確であることを確認いたしました。
　　　　　　監事　三輪		宗俊　㊞　　　　　　　根本　秀逸　㊞　　　　　　　小枝　誠智　㊞　

雑	収	入　　4,872,691円
総	支	出　　2,064,431円
差		　引　　2,808,260円

●収入の部

●支出の部

令和2年度の決算書を上記の通り提出致します。
令和3年4月13日　会長　神作　紹道　㊞

無聖　83号〈4〉



令和３年度　事業計画

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　　考
令和3年

4月5日
〃

4月16日
6月8日

〃
6月9日

6月25日
7月上旬
8月上旬
9月下旬

10月上旬
11月中旬
11月下旬
12月上旬
12月中旬
12月中旬

令和4年
１月下旬
2月中旬
2月下旬
3月中旬
3月下旬

役員会①
理事会①
定例総会　
役員会②
理事会②
ソフトボール大会
第１回研修会
サンタピアップみやぎボランティア会定例総会
「無聖」83号   会員名簿　発行 
役員会③、理事会③
梅花県奉詠大会
チャリティバザー
第２回研修会
役員会④、理事会④
カンボジアフェア
忘年会

カンボジアフェア
会員大会
ハガキリサイクルキャンペーン
役員会⑤、理事会⑤
「無聖」84号発行

オンライン開催
郵送書面決議
郵送書面決議
安養寺
郵送書面決議
中止
中止
中止

未定
中止
未定
未定
未定
セルバ
未定

藤崎
未定
未定
未定

※合同委員会は後日、各委員会で開催

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

月　日 事　　　項 場　　　所
令和3年

5月27日
11月9日

常任幹事会・定例幹事会
東北地方集会「岩手大会」

オンライン開催
岩手県

月　日 事　　　項 場　　　所
令和3年

4月26日
5月11,12日

花まつり　千僧法要
中央研修会、評議委員会、総会

奈良県　東大寺　（オンライン開催）
宗務庁　（現地、オンライン併催）

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

●全国曹洞宗青年会(全曹青)

※復興関連事業は被災地の事情等を考慮し適宜開催　※役員会・各委員会・事務局会は適宜開催     
※コロナウイルスの影響の為、変更や中止になる場合がございます。     

※令和４年秋『東北地方集会宮城大会』並びに『東日本大震災13回忌』を予定。

〈5〉無聖　83号



令和3年度 予算書
自 令和3年4月1日　　至 令和4年3月31日

項　目 2年度予算 3年度予算 比較増減 備　　考

Ⅰ会費収入 3,245,000 2,455,000 ▲	790,000
1.正会員 1,790,000 1,710,000 ▲	80,000 10,000円×171名
2.賛助会員 745,000 745,000 0 5,000円×149名
3.特別会員 710,000 0 ▲	710,000

Ⅱ助成金 250,000 250,000 0 宗務所より
Ⅲ雑収入 2,325 6,740 4,415 利息等
Ⅳ繰越金 1,362,675 2,808,260 1,445,585 前年度より
合　　計 4,860,000 5,520,000 660,000

項　　　　目 2年度予算 3年度予算 比較増減 備　　考

Ⅰ．会議費 250,000 200,000 ▲	50,000
1.総　会　費 100,000 50,000 ▲	50,000 定例総会
2.理事会費 25,000 25,000 0 会場費
3.役員会費 25,000 25,000 0 会場費
4.委員会費 100,000 100,000 0 5委員会・事務局会開催費

Ⅱ．事務費 1,300,000 1,450,000 150,000
1.消耗品費 100,000 250,000 150,000 事務用品、用紙代、衛生用品等
2.通　信　費 650,000 650,000 0 郵送料、振込手数料、電話料、ＨＰ管理費等
3.印　刷　費 150,000 150,000 0 封筒印刷、プリンタインク代補助等
4.備　品　費 150,000 150,000 0 事務機使用料等
5.慶　弔　費 50,000 50,000 0 慶弔電報等
6.事務諸費 200,000 200,000 0 事務局・庶務・会計事務費補助等

Ⅲ．事業費 1,700,000 2,200,000 500,000
1.研修委員会 250,000 250,000 0 研修会×2回	
2.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員会 250,000 250,000 0 チャリティバザー	
3.広報編集委員会 600,000 600,000 0 『無聖』83・84号発行
4.交流事業委員会 250,000 250,000 0 ソフトボール大会・会員大会
5.特設委員会 50,000 50,000 研修会等

6.教化費 50,000 50,000 0 会員大会時助成等

7.事	業	諸	費 300,000 300,000 0 旅費補助（全曹青・地協・千僧法要等）
8.会員名簿作成費 0 450,000 450,000 正・賛助・特別会員名簿

Ⅳ．負担金 250,000 250,000 0 全曹青・地協会費・ストックヤード維持費
Ⅴ．予備費 910,000 670,000 ▲	240,000
Ⅵ．雑費 150,000 150,000 0 渉外活動費、各会議茶菓等
Ⅶ．繰出金 300,000 600,000 300,000
ボランティア基金 0 100,000 100,000
特別事業準備金 300,000 500,000 200,000
復興支援活動金 0 0 0
合　　計 4,860,000 5,520,000 660,000

■特別会計予算書
　●	ボランティア基金	 1,008,202円
　●	特別事業準備金	 2,660,797円
　●	復興支援活動金	 1,134,250円
　●	宮城大会準備金	 1,000,000円

雑	収	入　　5,520,000円
総	支	出　　5,520,000円
差		　引　　　　　				0円

●収入の部

●支出の部

令和3年度の一般会計並びに特別会計予算書を上記の通り提出いたします。
令和3年4月19日　会長　髙橋　信弘　㊞

無聖　83号〈6〉



宮
曹
青
主
管
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
活
動

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

令
和
三
年
度「
定
例
総
会
」報
告

一枚
の
ハ
ガ
キ
や
切
手
が
支
え
ま
す

　
令
和
三
年
度
定
例
総
会
は
昨
年
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
昨
年
同
様
集
会
と
い
う
形
で
の
開
催
を
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
代
替
の
方
法
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
役
員
会
の
決
定
を
基
準
に
令
和
三
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
等
を
執
行
部
一
任
と
さ
せ
て
頂
き
、
そ

の
旨
を
関
係
各
位
に
資
料
と
一
緒
に
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
以
上
、
総
会
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
送
り
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女
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郵
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サ
ン
タ
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宛
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支
援
金
の
送
り
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郵
便
振
替
口
座
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サ
ン
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ピ
ア
ッ
プ
み
や
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

　
口
座
番
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０
２
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０
―
６
―
４
８
７
４
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■ 

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
事
務
局
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専
用
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Ｅ-m
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ホ
ー
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ペ
ー
ジ
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w
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/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長　
　
三
宅　
大
哲

第
二
十
七
期 

特
設
委
員
会
に
つ
い
て

ふ
う
ど
ば
ん
く
東
北
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ

　
特
設
委
員
会
は
今
期
二
年
間
、
宮
曹
青
宗
侶
に
よ
る
梅
花
流

詠
賛
歌
の
研
鑚
と
理
解
を
深
め
る
事
を
通
じ
、
東
日
本
大
震
災

十
三
回
忌
供
養
に
臨
む
事
を
目
的
と
し
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
積
極
的
に
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
活
動

と
し
て
は
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
企
画
・
禅
文
化
学
林
［
大
本
山
總

持
寺
開
創
７
０
０
年
］
奉
讃
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
『ZEN

SO
U
SEI��

O
N
LIN
E��FESTA

』
へ
の
参
加
協
力
依
頼
が
あ
り
、
当
会
に
お

い
て
も
各
加
盟
曹
青
会
同
様
動
画
作
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
被
災
地
の
現
状
と
し
て
動
画
を
作
成
し
、
編
集
は
広
報
編
集

委
員
会
、
そ
し
て
そ
の
音
源
と
し
て
特
設
委
員
会
に
よ
る
梅
花
流

詠
讃
歌
『
ま
ご
こ
ろ
に
い
き
る
』
を
録
音
し
使
用
し
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
形
で
活
動
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
髙
橋
会
長
の
挨
拶
に
も
あ
る
通
り
、
今
年
度
か
ら
県
内
に
て
活

動
を
行
っ
て
い
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
供
食
堂
へ
の
物
資
の
提
供

な
ど
の
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
提
供
先
と
し
て
東
北
で
一
番

古
く
か
ら
あ
り
ま
す
『
特
定
非
営
利
活
動
法
人�

ふ
う
ど
ば
ん
く

東
北
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
』
様
と
提
携
し
、
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ふ
う
ど
ば
ん
く
東
北
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
様
は
フ
ー
ド
バ
ン

ク
活
動
の
ほ
か
、
子
ど
も
食
堂
も
手
掛
け
て
お
り
、
子
ど
も
食
堂

の
ハ
ブ
的
役
割
と
し
て
宮
城
県
各
地
域
の
子
ど
も
食
堂
へ
物
資
の

分
配
や
協
力
も
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
会
で
は
食
品
を
提
供

頂
く
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
一
緒
に
活

動
し
て
頂
く
、
あ
る
い
は
寄
付

金
の
形
で
支
援
頂
く
な
ど
、
企

業
・
団
体
・
個
人
の
方
々
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
も
し
ご
協
力

い
た
だ
け
ま
す
ご
寺
院
様
な
ど

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

食
料
の
ご
寄
贈
等
、
直
接
の
ご
訪
問
は
こ
ち
ら

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

ふ
う
ど
ば
ん
く
東
北
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
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Instagram
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写真は音源収録風景

第
二
十
七
期 

特
設
委
員
会
に
つ
い
て

ふ
う
ど
ば
ん
く
東
北
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ



無聖　83号〈8〉

　
今
期
よ
り
広
報
編
集
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
各
行
事
が
中
止
、

総
会
も
書
面
決
議
。
中
々
写
真
を
撮
る
場
面
が
な
く
、
今
回
の

無
聖
は
写
真
が
少
な
い
記
事
ば
か
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
地
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
前
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

各
方
面
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
感
謝
を
し
、
自
坊
で

も
感
染
拡
大
を
し
な
い
よ
う
今
後
も
気
を
つ
け
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
と
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
員
長　
時　
泰
広
）
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